
 甲賀市役所前で開かれた「戦争法案廃案を求める市民集会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１5 年 10 月 18 日   第 162 号 

小西喜代次
信楽町勅旨 

℡  83-0765 

Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 

Fax 67-1660 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 

Fax 86-0415 

９月定例議会は、８月３１日から９月３０日まで開かれました。一般質問には２２

人が通告。日本共産党の山岡光広、安井直明、小西喜代次の各議員が市民の願い実現

と市政の問題点を質しました（２面に紹介）。また議案提案権を活かして、日本共産党

は３件の意見書を提案しました。決算特別委員会には、安井・小西両議員が参加、集

中審査の中で、積極的に発言しました。主な議案に対する各会派の態度は以下の通り。

各会派・無所属 討論 討論 無

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対

安
井
直
明

山
岡
光
広

小
西
喜
代
次

服
部
治
男

橋
本
律
子

中
西
弥
兵
衛

辻
重
治

鵜
飼
勲

橋
本
恒
典

田
中
実

森
田
久
生

山
中
善
治

林
田
久
充

小
河
文
人

戎
脇
浩

土
山
定
信

森
嶋
克
己

田
中
新
人

竹
村
貞
男

片
山
修

竹
若
茂
國

白
坂
萬
里
子

加
藤
和
孝

田
中
將
之

谷
永
兼
二

的
場
計
利

平成２６年度甲賀市一般会計決算認定 市長 林田久充 小西喜代次 認定 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２６年度甲賀市国民健康保険特別会計決算認定 市長 戎脇　浩 山岡光広 認定 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２６年度甲賀市介護保険特別会計決算認定 市長 戎脇　浩 山岡光広 認定 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲賀市個人番号カードの利用に関する条例の制定 市長 中西弥兵衛 山岡光広 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲賀市屋外広告物条例の制定 市長 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国に対し「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」の提出を求める請願 甲賀民商 小西喜代次
谷永兼二
林田久充

不採択 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

甲賀市の議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例 服部治男 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川内原発をはじめとする原発の再稼働をやめ廃炉とし、原発ゼロ政策への転
換を求める意見書

安井直明
小西喜代次
竹村貞男

橋本律子 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

国会決議を守りＴＰＰ交渉からの脱退を求める意見書 山岡光広 安井直明 山中善治 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ●

■２０１５年６月議会　再録(訂正)

住民の安全を脅かすオスプレイの国内配備・飛行の中止を求める意見書 山岡光広 小西喜代次 山中善治 否決 ○ ○ ○ ● ● 欠 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ● ● ●

討論なし

討論なし

公明党

提出 可否

共産党 清風クラブ 市民クラブ・新しい風

【訂正とお詫び】６月議会報告特集議案採決表のうち、「オスプレイ」に関する意見書の態度で、「市民クラブ・新しい風」の賛否がま

ちがっていました。お詫びするとともに、その項のみ訂正し、今回再録させていただきます。   ○は賛成 ●は反対 

 甲賀市議会は９月１５日、日本共産党の小西喜代次議員が提案した「憲法９条にもとづく平和外交を求める立場から『国際平和

支援法案』『平和安全法制整備法案』の廃案を求める意見書」の討論・採決が行われました。これに対して公明党の白坂萬里子議

員、無所属で維新の党の谷永兼二議員が反対討論。賛成討論には、日本共産党の山岡光広・安井直明議員、市民クラブ・新しい風

の竹村貞男・森嶋克己議員がたちました。しかし採決の結果、清風クラブ・公明・無所属議員の反対多数で否決されました。 
 

 
憲
法
学
者
や
国
会
審
議
の
中

で
「
違
憲
性
」
は
明
白
と
な
り
全

国
各
地
で
反
対
の
世
論
と
運
動
、

「
廃
案
」
を
求
め
る
声
が
強
ま
る

な
か
、
安
倍
内
閣
と
自
民
・
公
明

の
与
党
は
こ
れ
を
無
視
し
て
、
数

を
力
に
強
行
可
決
し
ま
し
た
。
甲

賀
市
で
も
「
戦
争
法
は
絶
対
許
さ

な
い
」
と
三
度
に
わ
た
る
市
民
集

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
は
、
「
戦
争
法
廃
止
」
で
一
点

す
る
政
党
・
団
体
・
個
人
が
共
同

し
て
「
国
民
連
合
政
府
」
を
つ
く

ろ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

○賛成した議員 
安井 直明（日本共産党） 

山岡 光広（日本共産党） 

小西喜代次（日本共産党） 

土山 定信（市民クラブ・新しい風） 

森嶋 克己（市民クラブ・新しい風） 

田中 新人（市民クラブ・新しい風） 

竹村 貞男（市民クラブ・新しい風） 

片山 修 （市民クラブ・新しい風） 

竹若 茂國（市民クラブ・新しい風） 

●反対した議員 

服部 治男（清風クラブ）

橋本 律子（清風クラブ）

中西弥兵衛（清風クラブ）

辻  重治（清風クラブ）

鵜飼 勲 （清風クラブ）

白坂萬里子（公 明 党）

加藤 和孝（公 明 党）

橋本 恒典（清風クラブ）

田中 実 （清風クラブ）

●反対した議員 

森田 久生（清風クラブ） 

田中 將之（公 明 党） 

山中 善治（清風クラブ） 

林田 久充（清風クラブ） 

小河 文人（清風クラブ） 

戎脇 浩 （清風クラブ） 

谷永 兼二（無 所 属） 

※的場計利議員は議長のため採

決に加わらず 

「
議
場
騒
然
、
聴
収
不
能
」
。
何
を
採

決
し
た
の
か
、
可
決
し
た
の
か
不
明
。 



  ２０１５年９月議会特集（２０１５年８月３１日～９月３０日） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆「老朽消防ホース」の更新について、◆

介護保険制度が改悪されたもとでの実

態について、◆幼保・小中学校再編計画

について、◆メガソーラーの設置と環境

対策について 

 

問 

通
行
で
き
る
岩
上
橋
へ
の
工
程
と
、
い
つ

完
成
で
き
る
の
か
。 

建
設
部
長 

明
日
15
日
入
札
で
、
完
成
は
平
成

２８
年
３
月
を
予
定
し
て
い
る
。 

問 

戦
後
70
年
節
目
の
年
。
戦
没
者
追
悼
式

の
児
童
の
発
表
は
素
晴
ら
し
く
感
動
し
た
。
広
島

平
和
式
典
へ
小
学
生
派
遣
枠
を
拡
大
せ
よ
。 

教
育
長 
記
念
式
典
へ
の
参
加
は
、
当
面
は
児

童
の
代
表
28
名
と
す
る
。 

問 

今
回
で
５
回
目
の
質
問
と
な
る
。
小
中
学

校
に
エ
ア
エ
コ
ン
を
、
新
年
度
で
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。 

 

教
育
長 

温
度
測
定
を
実
施
中
、
今
年
度
の
結

果
も
見
極
め
な
が
ら
適
切
な
時
期
に
判
断
す
る
。

問 

幼
保
・
小
中
学
校
再
編
計
画
の
ア
ン
ケ
ー

ト
が
実
施
さ
れ
た
が
、
設
問
は
「
適
正
規
模
で
な

い
」
と
あ
り
、
恣
意
的
・
誘
導
的
で
中
立
性
に
欠

け
る
。 

教
育
長 

様
々
な
考
え
が
反
映
で
き
る
選
択

肢
を
用
意
し
た
設
問
で
、
特
に
恣
意
的
・
誘
導
的

で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
リ

ス
ク
は
何
か
。 

総
合
政
策
部
長 

メ
リ
ッ
は
、
適
正
な
社
会
保

障
給
付
の
実
現
や
、
申
請
や
書
類
の
簡
素
化
、
身

分
証
明
書
利
用
で
き
る
こ
と
等
。
リ
ス
ク
要
因
は

「
な
り
す
ま
し
」
に
よ
る
被
害
の
発
生
。
詐
欺
犯

罪
な
ど
の
恐
れ
が
考
え
ら
れ
る
。 

■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

 

問 

太
陽
光
発
電
は
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
評
価
す
る
が
、
最
近
、
売
電
目
的
の
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
が
無
秩
序
に
設
置
さ
れ
て
き
て
い
る
。
一

定
の
規
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

市
民
環
境
部
長 

千
kw
以
上
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
11
件
、
１
６
２
８
２
kw
で
県
下
一
の
発
電
量
。

建
設
部
長 

甲
賀
市
景
観
審
議
会
の
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

問 

６
月
議
会
で
も
取
り
あ
げ
た
が
、
「
老
朽

消
防
ホ
ー
ス
」
の
実
態
は
。
今
後
の
対
策
は
。 

危
機
・
安
全
管
理
統
括
監 

議
員
か
ら
の
指
摘

を
受
け
、
現
在
市
消
防
団
を
通
じ
て
調
査
中
。 

市
長 

調
査
結
果
は
、
各
区
・
自
治
会
長
、
自

治
振
興
会
長
に
報
告
し
た
い
。
ま
た
消
防
法
を
遵

守
す
べ
く
、
消
防
団
に
も
実
情
を
認
識
の
上
、
自

主
防
災
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
防
災
訓
練
に

取
り
組
む
よ
う
依
頼
す
る
。 

問 

介
護
保
険
制
度
改
悪
で
、
特
養
入
所
基
準

制
限
や
利
用
料
負
担
な
ど
の
実
態
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

４
月
以
降
要
介
護
１
・
２
の

特
養
入
所
希
望
者
は
５
４
人
、
２
割
負
担
と
な
っ

た
の
は
、
２
５
５
人
。 

問 

幼
保
・
小
中
学
校
再
編
計
画
が
出
さ
れ
た

が
、
「
適
正
規
模
」
の
法
的
根
拠
は
。
文
科
省
が

示
し
た
「
手
引
き
」
と
の
関
連
は
。 

教
育
長 

適
正
規
模
の
定
義
に
つ
い
て
は
規

定
さ
れ
た
も
の
が
な
い
。
答
申
の
考
え
方
を
ふ
ま

え
た
う
え
で
本
市
の
状
況
を
ふ
ま
え
定
め
た
。

問 

老
朽
化
し
た
福
祉
バ
ス
の
更
新
、
車
イ
ス

対
応
、
利
用
対
象
拡
大
の
検
討
は
ど
う
か
。 

健
康
福
祉
部
長 

車
イ
ス
は
更
新
の
と
き
に

検
討
、
利
用
目
的
に
沿
え
ば
、
区
自
治
会
、
自
治

振
興
会
な
ど
で
も
利
用
は
可
能
。 

問 

学
校
再
編
計
画
に
あ
る
小
中
一
貫
校
の

教
育
上
の
効
果
、
科
学
的
論
拠
は
何
か
。
ま
た
、

唐
突
な
提
案
、
議
論
の
経
過
と
内
容
は
ど
う
か
。

教
育
長 

文
科
省
の
実
態
調
査
報
告
や
本
市

の
先
進
地
域
の
調
査
研
究
で
も
成
果
報
告
を
受

け
た
。
ま
た
、
９
年
間
を
視
野
に
連
続
性
、
一
貫

性
を
も
っ
た
教
育
の
導
入
が
有
効
で
そ
の
教
育

的
効
果
が
期
待
で
き
る
。
教
育
委
員
会
で
十
分
な

討
議
の
う
え
で
の
結
論
。 

問 

自
治
振
興
会
は
小
学
校
区
を
単
位
と
し

て
設
立
さ
れ
た
が
、
小
学
校
が
統
廃
合
さ
れ
れ

ば
、
自
治
振
興
会
設
立
の
基
礎
的
エ
リ
ア
・
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
整
合
性
は
ど
う
か
。

矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

総
合
政
策
部
長 

現
時
点
で
は
、
活
動
エ
リ
ア

や
組
織
数
は
現
状
の
ま
ま
と
し
て
、
引
き
続
き
、

自
治
振
興
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
。 

問 
６５
歳
以
上
の
高
齢
の
障
が
い
者
へ
の
今

後
の
課
題
と
計
画
は
ど
う
か
。 

健
康
福
祉
部
長 

市
の
計
画
に
則
り
、
生
涯
を

通
じ
一
貫
し
た
支
援
に
努
め
、
地
域
社
会
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。 

 ◆「戦後７０年安倍談話」に対する市長

の所見、◆福祉バスの保守点検、管理の

現状と今後の方向性はどうか、◆小中一

貫の子ども、地域への影響を問う、◆６５

歳以上の障害者福祉施策の充実を 

 

小
西 

戦
争
法
案
を
め
ぐ
る
問

題
で
は
、
違
憲
は
明
白
で
あ
れ
だ
け

全
国
的
に
反
対
の
世
論
と
運
動
が

広
が
っ
て
い
る
の
に
強
行
し
た
安

倍
内
閣
と
自
公
に
は
批
判
が
相
次

い
で
い
る
。 

 

山
岡 

甲
賀
市
議
会
で
も
よ
く

似
た
状
況
。
清
風
ク
ラ
ブ
と
公
明
が

「
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
」
に
反
対

し
た
。 

 

安
井 

甲
賀
市
で
も
三
回
に
わ

た
っ
て
広
範
な
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
市
民
集
会
が
開
か
れ
た
。
可
決
さ

れ
た
も
の
の
、
絶
対
戦
争
法
は
許
せ

な
い
と
、
今
度
は
廃
止
に
。 

 

山
岡 

そ
う
。
廃
止
の
一
点
で
一

致
す
る
政
党
・
団
体
・
個
人
が
共
同

し
て
「
新
し
い
政
府
」
を
つ
く
ろ
う
、

と
い
う
呼
び
か
け
に
共
感
が
広
が

っ
て
い
る
。 

 

小
西 

と
こ
ろ
で
今
議
会
で
は

議
員
や
市
長
選
の
際
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
可
決

さ
れ
た
。 

 

山
岡 

供
託
金
30
万
円
は
必
要

だ
が
、
選
挙
に
出
馬
す
る
機
会
を
広

げ
る
と
い
う
点
で
は
い
い
こ
と
。
だ

か
ら
賛
成
。 

 

安
井 

と
こ
ろ
が
こ
れ
を
機
に

「
議
員
定
数
削
減
」
の
話
が
全
員
協

議
会
で
清
風
ク
ラ
ブ
か
ら
突
然
出

た
。
市
民
ク
ラ
ブ
・
新
し
い
風
か
ら

も
公
費
負
担
と
セ
ッ
ト
で
削
減
す

る
べ
き
と
の
声
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

山
岡 

え
っ
、
そ
れ
は
本
来
、

別
々
の
話
で
し
ょ
。 

 

小
西 

先
の
戦
争
法
で
も
言
え

る
こ
と
で
す
が
、
議
会
と
議
員
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
特
に
地
方

議
員
は
、
誰
の
た
め
に
、
何
を
す
る

の
か
。
自
ら
議
員
定
数
を
削
減
す
る

こ
と
が
「
公
約
」
と
し
て
や
る
べ
き

こ
と
な
の
か
。 

 ◆マイナンバー制度の問題点、◆小学

校にエアコンを設置せよ、◆広島平和式

典への小学生派遣枠の拡大、◆土山町に

おける幼保・小中学校再編計画、◆一日

も早く補修できる岩上橋へ 




